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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡挿入管と１つ以上の追加管との間を結合するためのスリーブアセンブリであって
、
　開放端を有する細長い管腔を規定しかつ内側スリーブ内に長手方向に配置される内視鏡
挿入管の長さの少なくとも７０％を囲んで受けるようにサイズ決めされる拡張状態を有す
る内側スリーブと、
　内側スリーブを取囲む外側スリーブと、
　内側スリーブと外側スリーブとの間に長手方向に延在する１つ以上の追加管とを備え、
　内側スリーブは、受けた内視鏡挿入管の長さにわたってぴったりフィットするように、
拡張状態から潰れることができ、
　拡張状態から内側スリーブを潰すことによって、前記内視鏡に対する追加管の少なくと
もある動きを許容しつつ、外側スリーブが径方向に内視鏡に接近することを特徴とする、
スリーブアセンブリ。
【請求項２】
　少なくともある動きは、追加管と内視鏡との互いに対する軸方向摺動を備える、請求項
１に記載のスリーブアセンブリ。
【請求項３】
　少なくともある動きは、追加管と内視鏡との互いに対する角度付けられた回転を備える
、請求項１から２のいずれか１項に記載のスリーブアセンブリ。
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【請求項４】
　潰された内側スリーブは、内視鏡と追加管との間の径方向の空隙を許容する、請求項１
から３のいずれか１項に記載のスリーブアセンブリ。
【請求項５】
　径方向の空隙は、内視鏡の長さの３０％以下延在する、請求項４に記載のスリーブアセ
ンブリ。
【請求項６】
　前記内視鏡は結腸内視鏡を備える、請求項１から５のいずれか１項に記載のスリーブア
センブリ。
【請求項７】
　前記スリーブアセンブリの遠端は筐体を備える、請求項１から６のいずれか１項に記載
のスリーブアセンブリ。
【請求項８】
　前記筐体は、少なくとも１つの追加管の遠端と内視鏡の遠端とを内包するようにサイズ
決めされる、請求項７に記載のスリーブアセンブリ。
【請求項９】
　前記筐体は、前記内側スリーブおよび前記外側スリーブの少なくとも一方の遠位開口を
内包する、請求項７および８のいずれか１項に記載のスリーブアセンブリ。
【請求項１０】
　前記筐体は、内視鏡の遠位頭部に対して前記追加管の遠端を整列させる、請求項７から
９のいずれか１項に記載のスリーブアセンブリ。
【請求項１１】
　前記筐体は１つ以上の延長部を備える、請求項７から１０のいずれか１項に記載のスリ
ーブアセンブリ。
【請求項１２】
　前記延長部は、前記スリーブのうち少なくとも１つの管腔の遠位開口を越える、請求項
１１に記載のスリーブアセンブリ。
【請求項１３】
　前記延長部は、前記スリーブのうち少なくとも１つの管腔の遠位開口を越える０．１ｍ
ｍ－１０ｃｍの間の範囲の距離まで延在する、請求項１１および１２のいずれか１項に記
載のスリーブアセンブリ。
【請求項１４】
　前記延長部は、内視鏡が結腸内にある際の組織に対する損傷を少なくとも低減するよう
に構成される、請求項１１から１３のいずれか１項に記載のスリーブアセンブリ。
【請求項１５】
　前記内側スリーブを空気で膨らませるように構成される弁を備える、請求項１から１４
のいずれか１項に記載のスリーブアセンブリ。
【請求項１６】
　前記スリーブアセンブリの近端は、前記スリーブアセンブリと前記内視鏡の柄との間を
結合するように構造化される筐体を備える、請求項１から１５のいずれか１項に記載のス
リーブアセンブリ。
【請求項１７】
　前記筐体は剛性であり、スリーブアセンブリの遠端に向けて捩れを伝える、請求項１６
に記載のスリーブアセンブリ。
【請求項１８】
　前記筐体は、前記内側スリーブを膨らませるために送達される流体のための通路を設け
る１つ以上の開口を備える、請求項１６および１７のいずれか１項に記載のスリーブアセ
ンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　発明の分野および背景
　本発明は、そのある実施形態において結腸清浄システムに関し、排他的にではなくより
特定的には結腸内視鏡と１つ以上の追加管との間を結合するための機器および方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　Hirsch他による米国公開第２０１２／０１０１３３６号Ａ１は、「体腔を清浄するため
の灌注流体の流れを与える灌注管と、体腔から材料を吸出すための吸出管とを含む、内視
鏡とともに用いるための内視鏡システムであって、吸出管は分岐コネクタに接続され、分
岐コネクタの１つの分岐は吸出源に接続される吸出源管に接続され、分岐コネクタの別の
分岐は通気管に接続され、吸出源管および通気管は二重ピンチ弁を通る、内視鏡システム
」を開示する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　発明の要約
　ある実施形態の局面に従うと、結腸内視鏡挿入管と１つ以上の追加管との間を結合する
ためのスリーブアセンブリが提供され、スリーブアセンブリは、開放端を有する細長い管
腔を規定し、かつ内側スリーブ内に長手方向に配置される結腸内視鏡挿入管の長さの少な
くとも７０％を囲んで受けるようにサイズ決めされる拡張状態を有する内側スリーブと、
内側スリーブを取囲む外側スリーブと、内側スリーブと外側スリーブとの間に長手方向に
延在する１つ以上の追加管とを備え、内側スリーブは、受けた結腸内視鏡挿入管の長さに
わたってぴったりフィットするように拡張状態から潰れることができ、内側スリーブは、
内側スリーブに沿った１つ以上の場所で外側スリーブに結合されるため、拡張状態から内
側スリーブを潰すことによって外側スリーブを径方向に内側スリーブに近づけて１つ以上
の追加管を内側スリーブに接近させる。
【０００４】
　ある実施形態に従うと、外側スリーブおよび内側スリーブの少なくとも１つは、径方向
に拡張状態に伸長されかつ十分に弾性であるので、受けた結腸内視鏡挿入管の長さにわた
るぴったりとしたフィットへ潰れを駆動する。
【０００５】
　ある実施形態に従うと、拡張状態での径方向の伸長は、弾性スリーブの未伸長状態より
少なくとも２ｍｍだけ内側スリーブの径を大きくする伸長を備える。
【０００６】
　ある実施形態に従うと、弾性スリーブの未伸長状態は１２ｍｍ未満の径を有する。
　ある実施形態に従うと、内側スリーブの拡張状態では、内側スリーブの径は、内側スリ
ーブ内で受けることができる結腸内視鏡挿入管の径より少なくとも１０％大きい。
【０００７】
　ある実施形態に従うと、内側スリーブの弛緩した潰れた状態では、内側スリーブの径は
、挿入管にぴったりフィットするように、その中に受ける結腸内視鏡挿入管の選択された
径の径より少なくとも５％小さい。
【０００８】
　ある実施形態に従うと、内側スリーブは、内側スリーブの長さの少なくとも６０％に沿
って径方向外向きに拡張可能である。
【０００９】
　ある実施形態に従うと、内側スリーブは、その完全な長さに沿って拡張可能である。
　ある実施形態に従うと、内側スリーブの拡張の結果、外側スリーブが拡張される。
【００１０】
　ある実施形態に従うと、外側スリーブの内周面は、スリーブに沿った少なくとも１つの
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領域で内側スリーブの外周面に装着される。
【００１１】
　ある実施形態に従うと、少なくとも内側スリーブの硬さは、内側スリーブの細長い管腔
の長手方向の広がりに沿って変化する。
【００１２】
　ある実施形態に従うと、追加管の少なくとも１つは結腸の灌注に好適であり、追加管の
少なくとも１つは結腸からの物質の排出に好適である。
【００１３】
　ある実施形態に従うと、追加管の少なくとも１つはセンサを備える。
　ある実施形態に従うと、センサは圧力センサである。
【００１４】
　ある実施形態に従うと、外側スリーブは、内側スリーブ内で受ける結腸内視鏡挿入管と
少なくとも長さが同じ連続した円筒として形作られる。
【００１５】
　ある実施形態に従うと、内側スリーブおよび外側スリーブの少なくとも１つは不連続で
あり、軸方向に延在する要素によって相互に接続される複数の要素から形成される。
【００１６】
　ある実施形態に従うと、要素は１つ以上の同一線上のスリーブである。
　ある実施形態に従うと、内側スリーブの長さは８０～１６５ｃｍの間の範囲にある。
【００１７】
　ある実施形態に従うと、外側スリーブは、内側スリーブの長手方向軸に対して追加管を
整列させることによってスリーブ内で受ける結腸内視鏡挿入管に対して追加管を整列させ
るように形作られる少なくとも１つのガイド部材を備える。
【００１８】
　ある実施形態に従うと、外側スリーブの内側面は１つ以上の追加管を受けるための１つ
以上の細長い溝を規定し、溝は、結腸内視鏡挿入管を受ける内側スリーブの長手方向軸に
平行に、または内側スリーブの長手方向軸に対してある角度で、延在する。
【００１９】
　ある実施形態に従うと、スリーブアセンブリはポリウレタンを備える。
　ある実施形態に従うと、スリーブアセンブリはさらに、スリーブアセンブリを用いた結
腸内視鏡挿入管および追加管のセットアップの際の過拡張を防止するように外側スリーブ
を取囲む外部スリーブを備える。
【００２０】
　ある実施形態に従うと、内側スリーブおよび外側スリーブの少なくとも一部は、結腸内
視鏡挿入管上の目盛りマークが見えるように覗き窓を規定する。
【００２１】
　ある実施形態に従うと、スリーブアセンブリの少なくとも遠端は、スリーブアセンブリ
を結腸内で用いる際に組織とのコンプライアンスを増すよう可撓性である。
【００２２】
　ある実施形態に従うと、追加管を内側スリーブに接近させる際、結腸内視鏡挿入管に対
する追加管の移動は、スリーブアセンブリの長さの少なくとも６０％に沿って防止される
。
【００２３】
　ある実施形態に従うと、外側スリーブは、スリーブを結腸に挿入する際に結腸の壁に接
触するように適合される第１の外側層と、追加管を内側スリーブに保持する第２の内側層
とを備え、外側層は内側層の材料よりも摩擦係数が小さい材料を備える。
【００２４】
　ある実施形態に従うと、内側スリーブへの外側スリーブの結合は、長手方向にスリーブ
アセンブリの長さの少なくとも５０％に沿って延在する相互の装着を備える。
【００２５】
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　発明のある実施形態の局面に従うと、結腸内視鏡挿入管と１つ以上の追加管との間を結
合するためのシステムが提供され、システムは、スリーブアセンブリと、スリーブアセン
ブリに接続可能な膨らませモジュールとを備え、膨らませモジュールは、スリーブアセン
ブリの少なくとも一部を膨らませて拡張させるように構成される。
【００２６】
　ある実施形態に従うと、膨らませモジュールは空気ポンプおよびレギュレータを備える
。
【００２７】
　ある実施形態に従うと、スリーブアセンブリの近端は、スリーブアセンブリと膨らませ
モジュールとの間を結合するように構造化される筐体を備え、筐体は弁を備える。
【００２８】
　ある実施形態に従うと、筐体はノブに接続され、ノブは、結腸内視鏡の挿入管が内側ス
リーブ内に位置決めされると、結腸内視鏡の柄に対する追加管の向きを選択するよう可動
である。
【００２９】
　ある実施形態に従うと、システムはさらに、スリーブアセンブリの少なくとも一部を受
けるように形作られる治具を備える。
【００３０】
　ある実施形態に従うと、治具は、スリーブアセンブリに対する結腸内視鏡挿入管の長さ
方向の位置決めと、結腸内視鏡挿入管に対する追加管の位置決めと、のうち少なくとも１
つを検出するための１つ以上のセンサを備える。
【００３１】
　ある実施形態に従うと、治具はスリーブアセンブリの包材として働く。
　ある実施形態に従うと、治具は伸縮式であり、少なくとも内側スリーブ内で受ける結腸
内視鏡挿入管の長さまで伸ばすことができる。
【００３２】
　ある実施形態の局面に従うと、結腸内視鏡挿入管と１つ以上の追加管との間を結合する
ための方法が提供され、方法は、長手方向に延在する管腔を規定する少なくとも１つの管
腔壁を有しかつスリーブアセンブリの長手方向の広がりに沿って通りもする少なくとも１
つの追加管を含むスリーブアセンブリを設けることと、長手方向に延在する管腔の中に結
腸内視鏡挿入管を位置決めすることと、追加管が径方向に結腸内視鏡挿入管に接近するよ
うにスリーブアセンブリを潰すこととを備え、スリーブアセンブリは、結腸内視鏡挿入管
に対して接近した位置に追加管を維持する。
【００３３】
　ある実施形態に従うと、方法はさらに、結腸内視鏡挿入管を位置決めする前にスリーブ
の少なくとも一部の内径を拡張させることを備える。
【００３４】
　ある実施形態に従うと、拡張することはスリーブを膨らませることを備える。
　ある実施形態に従うと、膨らませることは、空気および液体の少なくとも１つを膨らま
せることを備える。
【００３５】
　ある実施形態に従うと、スリーブアセンブリは外側スリーブで囲まれた内側スリーブを
備え、拡張することは、内側スリーブの外壁と外側スリーブの内壁との間に規定される管
腔の容積を低減することを備える。
【００３６】
　ある実施形態に従うと、容積を低減することは管腔から材料を除去することを備える。
　ある実施形態に従うと、除去することは管腔から空気を吸出すことを備える。
【００３７】
　ある実施形態に従うと、内側スリーブは、結腸内視鏡挿入管の径よりも大きな径まで拡
張されて、内側スリーブ内での結腸内視鏡挿入管の位置決めの際の結腸内視鏡挿入管と内
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側スリーブの壁との間の摩擦を低減する。
【００３８】
　ある実施形態に従うと、拡張することは、長手方向の広がりに沿ってスリーブを伸長す
ることを備え、潰すことは、追加管を接近させた後にスリーブアセンブリの少なくとも１
つの管腔壁に長手方向の張力が残留するようなものである。
【００３９】
　ある実施形態に従うと、潰すことは、結腸内視鏡挿入管に対する追加管の位置決めを固
定する。
【００４０】
　ある実施形態に従うと、方法はさらに、潰す際に、追加管を内側スリーブに対して向け
ることを備える。
【００４１】
　ある実施形態に従うと、方法はさらに、スリーブアセンブリに沿って延在しかつスリー
ブアセンブリの遠端または近端から突出する糸を引張ってスリーブを破いて開くことによ
ってスリーブアセンブリから結腸内視鏡挿入管を除去することを備える。
【００４２】
　ある実施形態に従うと、方法はさらに、スリーブアセンブリが規定する管腔内に長手方
向に延在するように１つ以上の追加管を通すことを備える。
【００４３】
　ある実施形態に従うと、１つ以上の追加管はスリーブアセンブリに一体化される。
　ある実施形態に従うと、潰すことは、追加管を径方向に結腸内視鏡挿入管に近づけるこ
とを備える。
【００４４】
　ある実施形態に従うと、位置決めすることは、結腸内視鏡挿入管をその中で受ける管腔
を規定するスリーブアセンブリの内面を潤滑すること、結腸内視鏡挿入管を潤滑すること
、および摩擦を低減させるのに好適なポリマー系材料でスリーブアセンブリの内側面を被
覆すること、のうち少なくとも１つによって結腸内視鏡挿入管とスリーブアセンブリとの
間の摩擦を低減することを備える。
【００４５】
　ある実施形態の局面に従うと、結腸内視鏡挿入管と１つ以上の追加管との間を結合する
ための装置が提供され、装置は、開放端を有する細長い管とスリーブ内で長手方向に配置
される結腸内視鏡挿入管の長さの少なくとも７０％を囲んで受けるようにサイズ決めされ
る拡張状態とを規定するスリーブと、スリーブの周りに周方向に分散されるより多くの延
長部にわたって（across or more extensions）スリーブに結合される１つ以上の追加管
とを備え、延長部のうち１つによってスリーブに結合される追加管は、スリーブの長さの
少なくとも７０％についてスリーブと並んで延在する。
【００４６】
　他に規定していなければ、本明細書中で用いるすべての技術的および／または科学的用
語は、発明が属する技術分野の当業者によって一般的に理解されるのと同じ意味を有する
。本明細書中に記載のものと同様のまたは均等の方法および材料を発明の実施形態の実践
または試験において用いることができるが、例示的な方法および／または材料を以下に記
載する。競合する場合、定義を含む特許明細書が優先される。さらに、材料、方法、およ
び例は例示のみのものであり、必ずしも限定的であることを意図しない。
【００４７】
　発明の実施形態の方法および／またはシステムの実現例は、選択されたタスクを手作業
で、自動的に、またはその組合せで行なうことまたは完成させることに係り得る。さらに
、発明の方法および／またはシステムの実施形態の実際の器具使用および機材に従うと、
いくつかの選択されたタスクを、ハードウェアによって、ソフトウェアもしくはファーム
ウェアによって、またはオペレーティングシステムを用いてその組合せによって、実現す
ることができる。
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【００４８】
　たとえば、発明の実施形態に従う選択されたタスクを行なうためのハードウェアをチッ
プまたは回路として実現することができる。ソフトウェアとして、発明の実施形態に従う
選択されたタスクを、任意の好適なオペレーティングシステムを用いてコンピュータによ
って複数のソフトウェア命令を実行して実現することができる。発明の例示的な実施形態
では、本明細書中に記載するような方法および／またはシステムの例示的な実施形態に従
う１つ以上のタスクは、複数の命令を実行するためのコンピューティングプラットフォー
ムなどのデータプロセッサによって行なわれる。任意に、データプロセッサは、命令およ
び／もしくはデータを記憶するための揮発性メモリ、ならびに／または、たとえば命令お
よび／もしくはデータを記憶するための磁気ハードディスクおよび／もしくは取外し可能
な媒体などの不揮発性記憶装置を含む。
【００４９】
　任意に、ネットワーク接続も提供される。ディスプレイおよび／またはキーボードもし
くはマウスなどのユーザ入力機器も任意に設けられる。
【００５０】
　添付の図面を参照して、発明のある実施形態を一例としてのみ記載する。ここで図面を
詳細に具体的に参照して、示される特定例は一例であり、発明の実施形態の図解による考
察目的であることが強調される。この点において、説明は、図面とともに、発明の実施形
態をどのように実践し得るかを当業者に明らかにする。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡と１つ以上の追加管との間を結合するた
めの一般的方法のフロー図である。
【図２】発明のある実施形態に従う、スリーブアセンブリを用いる、結腸内視鏡と１つ以
上の追加管との間を結合するための例示的な方法のフロー図である。
【図３Ａ】発明のある実施形態に従う例示的なスリーブアセンブリの長手方向の断面図で
ある。
【図３Ｂ】発明のある実施形態に従う例示的なスリーブアセンブリの横断方向の断面図で
ある。
【図４】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡と１つ以上の追加管との間を結合するた
めの膨らませモジュールを備えるシステムの概略図である。
【図５】発明のある実施形態に従う、１つ以上の追加管を備えかつ結腸内視鏡を受けるよ
うに構成されるスリーブアセンブリの例示的な構成の図である。
【図６Ａ】発明のある実施形態に従う、スリーブアセンブリを用いて結腸内視鏡と１つ以
上の追加管との間を結合するためのセットアップ手順の図である。
【図６Ｂ】発明のある実施形態に従う、スリーブアセンブリを用いて結腸内視鏡と１つ以
上の追加管との間を結合するためのセットアップ手順の図である。
【図６Ｃ】発明のある実施形態に従う、スリーブアセンブリを用いたて結腸内視鏡と１つ
以上の追加管との間を結合するためのセットアップ手順の図である。
【図７】発明のある実施形態に従う、スリーブによって１つ以上の追加管に結合される結
腸内視鏡の図である。
【図８Ａ】発明のある実施形態に従うスリーブアセンブリの遠位筐体の側面図である。
【図８Ｂ】発明のある実施形態に従うスリーブアセンブリの遠位筐体の正面図である。
【図９Ａ】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡に対する１つ以上の追加管の位置決め
のための概略構成の図である。
【図９Ｂ】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡に対する１つ以上の追加管の位置決め
のための概略構成の図である。
【図９Ｃ】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡に対する１つ以上の追加管の位置決め
のための概略構成の図である。
【図９Ｄ】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡に対する１つ以上の追加管の位置決め
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のための概略構成の図である。
【図９Ｅ】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡に対する１つ以上の追加管の位置決め
のための概略構成の図である。
【図９Ｆ】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡に対する１つ以上の追加管の位置決め
のための概略構成の図である。
【図１０Ａ】発明のある実施形態に従うスリーブの代替的構成の図である。
【図１０Ｂ】発明のある実施形態に従うスリーブの代替的構成の図である。
【図１１】発明のある実施形態に従う、スリーブによって結腸内視鏡挿入管が複数の追加
管に結合される結腸内視鏡システムを示す図である。
【図１２Ａ】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡と追加管とのアセンブリをセットア
ップするための例示的な治具の図である。
【図１２Ｂ】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡と追加管とのアセンブリをセットア
ップするための例示的な治具の図である。
【図１３】発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡から追加管を取外すための例示的な機
構を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　発明の具体的な実施形態の説明
　本発明は、そのある実施形態では結腸清浄システムに関し、排他的にではなくより特定
的には、結腸内への挿入のために構成される、結腸内視鏡と１つ以上の追加管との間を結
合するための機器および方法に関する。任意に、結合は、結腸内視鏡の挿入管と１つ以上
の追加管の長さの少なくとも一部との間に形成される。ある実施形態では、追加管は、結
腸の灌注のための管、結腸からの物質の排出のための管、および／または圧力の検知など
の結腸内での検知のために構成される管を備える。ある実施形態では、１つ以上の追加管
と結腸内視鏡とは、結腸内でともに操作されるように構成される。
【００５３】
　ある実施形態の局面は、結腸内視鏡と１つ以上の追加管との間の結合に関する。任意に
、結腸内視鏡は体外で追加管に結合され、追加管は、結腸内視鏡と管とをともに移動させ
ることができるように、たとえば本明細書中に記載のようなスリーブによって結腸内視鏡
に保持される。
【００５４】
　ある実施形態では、結腸内視鏡と追加管との間を結合するためのシステムは、潰すこと
ができるスリーブを備え、スリーブは、弛緩した状態に潰されると、結腸内視鏡の上にわ
たってぴったりフィットするようにかつ追加管を結腸内視鏡に保持するように構成される
。ある実施形態では、スリーブを潰すと、１つ以上の追加管を径方向に結腸内視鏡に近づ
ける。任意に、潰れたスリーブは、結腸内視鏡の少なくとも一部に沿って、たとえば結腸
内視鏡の長さの合計６０％、７０％、８０％、またはその間の、より大きい、もしくはよ
り小さいパーセントに沿って、結腸内視鏡と管との間を装着する。任意に、管および結腸
内視鏡は、複数の離間したセグメントで装着される。
【００５５】
　ある実施形態では、スリーブを潰すことは、スリーブから空気を除去することを備える
。任意に、スリーブのすべての部分が同時に潰されるのではなく、たとえばスリーブの近
端の前にスリーブの遠端が潰される。これに代えて、スリーブは一度に潰される。任意に
、スリーブは、たとえばキャップの除去によってスリーブの遠端から潰され、こうして空
気がスリーブから流れ出るようにする。
【００５６】
　ある実施形態では、たとえば結腸内視鏡とスリーブとの間に形成され得る気泡は、たと
えば潰した後に真空を適用することによって除去される。
【００５７】
　ある実施形態では、スリーブが潰れていない状態で、スリーブの径は、スリーブ内に位
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置決めされることが意図される結腸内視鏡の径より、少なくとも５％、１０％、２０％、
またはその間の、より大きい、もしくはより小さいパーセントだけ大きい。
【００５８】
　任意に、スリーブが潰れていない状態で、スリーブは、たとえば膨らませることによっ
て径方向外向きに拡張される。拡張されたスリーブの潜在的な利点は、たとえば結腸内視
鏡をスリーブの中に通すことによってセットアップの際のスリーブの中への結腸内視鏡の
挿入を容易にすることを含み得る。
【００５９】
　ある実施形態では、スリーブは、１つ以上の内部管腔を備える円筒である。任意に、１
つ以上の管腔はスリーブの近端と遠端との間に延在する。ある実施形態では、スリーブは
、その中に受ける結腸内視鏡と少なくとも同じ長さに延在する。任意に、スリーブは連続
的である。
【００６０】
　これに代えて、スリーブは不連続であり、たとえば複数の管状のセグメントまたはリン
グから形成される。
【００６１】
　任意に、スリーブは、結腸内視鏡と追加管との間を整列させるように、たとえば結腸内
視鏡の長手方向軸に対して追加管を整列させるように、構成される。ある実施形態では、
スリーブは、結腸内視鏡の周りに巻かれた管を保持するように形作られる。加えてまたは
これに代えて、スリーブは結腸内視鏡に平行に整列される管を保持する。ある実施形態で
は、管の整列のためにスリーブを形作ることは、たとえば、閉じたチャネル、案内壁、な
らびに／またはそれに沿って管が延在するように拘束される通路（track）を設ける、長
手方向に延在する（任意に、螺旋状のまたは部分的に螺旋状の）突起および／もしくは溝
の別の形態など、１つ以上のガイド部材をスリーブに設けることを備える。
【００６２】
　ある実施形態では、結腸内視鏡と追加管との間の結合は、ある自由度で、たとえば、結
腸内視鏡に対する追加管の軸方向の摺動をある程度許容してもしくはその逆で、結腸内視
鏡に対する管の角度付けられた回転をある程度許容して、および／または結腸内視鏡と追
加管との間の径方向の空隙をある程度、たとえば結腸内視鏡の長さの３０％以下、許容し
て、形成される。ある自由度での結合の潜在的な利点は、結腸内での操作を容易にし得る
、完全な結腸内視鏡と追加管とのアセンブリの剛性を低減することを含み得る。ある実施
形態では、剛性は、スリーブを用いて、たとえば結腸内視鏡の長さの４０％、６０％、８
５％、またはその間の、より大きい、もしくはより小さいパーセントなどの当該長さの一
部のみに沿って結腸内視鏡と追加管との間を結合すること、および、たとえば複数のテー
プ巻き付けを用いるなど他の結合手段を用いて結腸内視鏡の長さの残余を管に結合するこ
とによって低減される。
【００６３】
　ある実施形態では、たとえば、外側スリーブ内に位置決めされる内側スリーブを含むス
リーブアセンブリが提供される。任意に、内側スリーブは、スリーブの壁の少なくとも周
方向セグメントに沿って外側スリーブに装着される。ある実施形態では、内側スリーブは
結腸内視鏡を受けるように構成され、内側スリーブと外側スリーブとの間の管腔は、結腸
内視鏡に結合すべき追加管を含む。任意に、１つ以上の追加管は、スリーブの一体化され
た部品である。加えてまたはこれに代えて、１つ以上の追加管が管腔内に通される。
【００６４】
　ある実施形態では、スリーブアセンブリまたは内側スリーブなどのその一部の拡張は、
膨らませることによって得られる。任意に、膨らませは、たとえば弁を通してスリーブア
センブリを膨らませモジュールに接続することによって行なわれる。
【００６５】
　任意に、膨らませモジュールはポンプと圧力レギュレータとを備える。ある実施形態で
は、内側スリーブを膨らませ、内側スリーブを囲む外側スリーブも拡張される。ある実施
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形態では、膨らませることによって内側スリーブおよび／または外側スリーブが長手方向
に過伸長し、これにより潰れた際の波打ちが低減される。任意に、膨らませは、スリーブ
の破れまたは他の欠陥を検出するように行なわれる。
【００６６】
　ある実施形態では、内側スリーブおよび／または外側スリーブは、可撓性が異なる結腸
内視鏡の部分を収容するため、硬さを異ならせて、たとえばスリーブの異なる長手方向セ
クションについて硬さ性質を異ならせて、形成される。
【００６７】
　ある実施形態では、たとえば体内での結腸内視鏡の操作に対する追加管の影響が最少に
なるように、追加管が結腸内視鏡の柄に対して向けられる。
【００６８】
　ある実施形態では、システムは、スリーブおよび追加管のセットアップの際に用いるた
めの治具を備える。任意に、治具は、装着過程でスリーブアセンブリを真っ直ぐにするよ
うに形作られる。任意に、治具は、スリーブアセンブリの過拡張を防止するように形作ら
れるおよび／またはサイズ決めされる。任意に、治具は、結腸内視鏡および追加管が互い
に対して指定された向きに位置決めされるように、結腸内視鏡および／または追加管を通
すための通路を規定するように形作られる。
【００６９】
　ある実施形態では、治具は、少なくとも結腸内視鏡の長さまで伸ばすことができる伸縮
式の通路である。ある実施形態では、スリーブの包材が治具として働く。ある実施形態で
は、たとえば剛性のスリーブである外部スリーブが治具として働く。任意に、剛性の外部
スリーブは、過拡張を低減するまたは防止する。ある実施形態では、結腸内視鏡および追
加管をその上にセットアップすることができる治具によって、結腸内視鏡の作業ステーシ
ョンが形成される。
【００７０】
　ある実施形態では、治具は、たとえば、スリーブアセンブリの圧力レベルを検出する、
結腸内視鏡および／もしくは追加管の位置決めを検出する、ならびに／または潰れたスリ
ーブアセンブリの結腸内視鏡へのフィットを検出する、ための１つ以上のセンサを備える
。
【００７１】
　加えてまたはこれに代えて、結腸内視鏡および追加管を整列させるために、たとえば、
スリーブアセンブリの上を摺動してスリーブアセンブリを真っ直ぐにする、またはスリー
ブアセンブリを鉛直方向に吊るして重力を利用してスリーブアセンブリを真っ直ぐにする
、橋形の要素など、治具以外の手段が用いられる。
【００７２】
　ある実施形態では、予め装着された追加管を備える使い捨てスリーブが設けられ、結腸
内視鏡は、管に結合されるようにその中を通される。
【００７３】
　ある実施形態では、本明細書中に記載の装置および／または方法を、内視鏡と１つ以上
の追加管との間の結合に適用してもよいことが留意される。
【００７４】
　本明細書中で用いられるように、「近位」という用語は、機器のユーザ操作端により近
く、体外に留まるように構成されることがある、結腸内視鏡、追加管、および／または結
腸内視鏡システムの他の構成要素の任意の部分を含み得る。「遠位」という用語は、結腸
内への挿入のために構成される端により近い、結腸内視鏡、追加管、および／または結腸
内視鏡システムの他の構成要素の任意の部分を含み得る。本明細書中に記載の他の構成要
素の向きは、システムの近端および遠端に対して規定されることがある。
【００７５】
　本明細書中で参照されるように、典型的な結腸内視鏡は、挿入管または挿入管の一部、
Ｙコネクタ、命綱、柄のうち１つ以上を含む。一般的に、１つ以上の追加管への結合の文
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脈で結腸内視鏡を参照する場合、「結腸内視鏡」という用語は、結腸内視鏡の挿入管の少
なくとも一部を参照することがある。
【００７６】
　発明の少なくとも１つの実施形態を詳細に説明する前に、発明は、以下の説明に述べる
ならびに／または図面および／もしくは実施例に示される構成要素および／または方法の
構築および配置の詳細にその適用を必ずしも限定されないことを理解すべきである。発明
は他の実施形態が可能である、または発明をさまざまなやり方で実践するもしくは実行す
ることができる。
【００７７】
　発明の少なくとも１つの実施形態を詳細に説明する前に、発明は、以下の説明に述べる
または実施例によって例示する詳細にその適用が必ずしも限定されないことを理解すべき
である。発明は他の実施形態が可能である、または発明をさまざまなやり方で実践するも
しくは実行することができる。
【００７８】
　ここで図面を参照して、図１は、発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡と１つ以上の
追加管との間を結合するための一般的な方法のフロー図である。
【００７９】
　ある実施形態では、方法は、内科医または他の医療従事者および／もしくは技術者によ
って結腸内視鏡手順の前に行なわれる。ある実施形態では、方法は、患者の結腸内への挿
入を意図される結腸内視鏡と１つ以上の追加管との間を結合するように、体外で行なわれ
る。
【００８０】
　ある実施形態では、スリーブが設けられる（１００）。任意に、スリーブは１つ以上の
追加管を備える。任意に、追加管は、たとえばスリーブの内壁に装着されるスリーブの一
体化された部品である。加えてまたはこれに代えて、１つ以上の管がスリーブの中に挿入
される。任意に、管はスリーブの長さに沿って通される。
【００８１】
　ある実施形態では、追加管は、結腸の灌注のための管と、結腸からの便などの物質の排
出のための管と、たとえばその遠端に圧力センサを備える管などの結腸内の検知のために
構成される管と、道具を結腸の中に送達するように構成される管とのうち１つ以上を備え
る。
【００８２】
　任意に、１つ以上の追加管は、たとえばその近端で作業ステーションに接続される。た
とえば、ある実施形態では、排出管が真空源に接続される。ある実施形態では、灌注管が
液体タンクに接続される。ある実施形態では、圧力検知管が真空源に接続される。
【００８３】
　ある実施形態では、スリーブは使い捨てである。任意に、追加管は使い捨てである。
　ある実施形態では、結腸内視鏡がスリーブ内に位置決めされる（１０２）。
【００８４】
　任意に、結腸内視鏡がスリーブ内に通される。任意に、結腸内視鏡は、スリーブへの挿
入の際に回転される。ある実施形態では、スリーブは、たとえば、結腸内視鏡が一旦スリ
ーブ内に載置されると閉じることができる細長いスロットなど、それを通して結腸内視鏡
を載置することができるアパーチャを備えてもよい。任意に、結腸内視鏡とスリーブの壁
との間の界面での摩擦が低減され、たとえば、結腸内視鏡をスリーブに通すために結腸内
視鏡に加える必要がある力の量を低減する。任意に、たとえば、スリーブを潰す前に、ス
リーブのいくつかのセグメントに少なくとも沿って、および／または結腸内視鏡の径より
もある倍数大きな径を有するスリーブによって、摩擦が低減される。任意に、たとえば空
気でスリーブまたはその部分を膨らませることによってスリーブの大型の径が得られる。
加えてまたはこれに代えて、たとえばワセリン（登録商標）を用いて結腸内視鏡および／
またはスリーブの内壁を潤滑することによって、摩擦が低減される。加えてまたはこれに
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代えて、たとえばポリマー材料を備える、摩擦を低減するのに有効なスリーブの内壁上の
被覆によって、摩擦が低減される。
【００８５】
　ある実施形態では、スリーブへの結腸内視鏡の挿入は、たとえば治具によって補助され
る。任意に、たとえば、本明細書にさらに記載するように、治具は、結腸内視鏡の挿入の
際のスリーブの位置決めのための通路を規定する。ある実施形態では、治具は、結腸内視
鏡の挿入を容易にするように、スリーブを真っ直ぐにする。
【００８６】
　ある実施形態では、スリーブへの結腸内視鏡の挿入の後でスリーブが潰される（１０４
）。任意に、潰すことは、たとえば吸出すことによりおよび／または空気をスリーブから
流出させることにより、スリーブの管腔から空気を除去することを備える。
【００８７】
　任意に、潰すことは、たとえば１つ以上の追加管を径方向に結腸内視鏡に近づける。あ
る実施形態では、スリーブは、結腸内視鏡の長手方向軸に平行に整列される管を保持する
。加えてまたはこれに代えて、スリーブは、結腸内視鏡の長手方向軸に対してある角度に
管を保持する。任意に、管は結腸内視鏡の周りに巻かれる。
【００８８】
　ある実施形態では、潰れたスリーブは、たとえば、互いに対する内向きおよび／もしく
は外向きへの径方向の移動、互いに対する軸方向の移動、ならびに／または互いに対する
回転方向の移動など、結腸内視鏡に対する追加管の移動を制限する、またはその逆も然り
である。加えてまたはこれに代えて、潰れたスリーブは、いくらかの移動の自由を与える
ように配置される。
【００８９】
　任意に、スリーブは、スリーブのある部分に沿った移動を制限しつつ、たとえばスリー
ブの他の部分ではある程度移動を許容するように、配置される。たとえば、ある実施形態
では、スリーブは、結腸内視鏡に対する管の摺動を許容するように配置される。加えてま
たはこれに代えて、スリーブは、大きさが増減することがある、結腸内視鏡と管との間の
１つ以上の径方向の空隙を許容するように配置される。任意に、径方向の移動の境界は、
たとえば１４ｍｍ、１８ｍｍ、２４ｍｍ、またはその間、より大きい、もしくはより小さ
い径などの１２～２５ｍｍの間の範囲の径など、ある径の下で結腸内視鏡と管との完全な
結合されたアセンブリを維持するように選択される。たとえばある程度互いに対する管お
よび／または結腸内視鏡の移動を可能にすることの潜在的な利点は、結合されたアセンブ
リの剛性を低減することを含み得る。剛性を低減することは、結腸内部での完全なアセン
ブリの操作を容易にすることがある。
【００９０】
　ある実施形態では、たとえば、使用後に結腸内視鏡はスリーブから除去される。任意に
、結腸内視鏡はスリーブを切ることによって除去される。
【００９１】
　任意に、結腸内視鏡を除去することは、たとえばスリーブの遠端でスロットを切ること
、およびスリーブを破いて開くことを備える。ある実施形態では、たとえば金属またはナ
イロンから形成される細い糸を予めスリーブ内に通しておく。たとえば、結腸内視鏡とと
もに糸を挿入し、スリーブの近位開口および／または遠位開口を越えて延在する糸の端を
引張ることによってスリーブを破いて開くことができる。任意に、糸はスリーブ内に一体
化される。
【００９２】
　図２は、発明のある実施形態に従う、内側スリーブおよび外側スリーブを備えるスリー
ブアセンブリを用いて結腸内視鏡と１つ以上の追加管との間を結合するための例示的な方
法のフロー図である。
【００９３】
　ある実施形態では、外側スリーブで囲まれる内側スリーブを備えるスリーブアセンブリ
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が設けられる（２００）。任意に、１つ以上の追加管は、内側スリーブと外側スリーブと
の間の管腔に位置決めされる、スリーブアセンブリの一体化された部品である。加えてま
たはこれに代えて、１つ以上の追加管がスリーブ内を通される。
【００９４】
　ある実施形態では、スリーブアセンブリの１つ以上の部分が拡張される。任意に、スリ
ーブまたはその１つ以上のセグメントは径方向に拡張される。ある実施形態では、スリー
ブの長さは近位方向および／または遠位方向に伸ばされる。
【００９５】
　ある実施形態では、内側スリーブが拡張される（２０２）。ある実施形態では、拡張は
、たとえば空気で内側スリーブを膨らませることによって得られる。
【００９６】
　加えてまたはこれに代えて、内側スリーブは流体で膨らまされる。ある実施形態では、
内側スリーブは、たとえば、内側スリーブと外側スリーブとの間の管腔からの材料の除去
によって拡張される。任意に、たとえば吸出すことによって空気がスリーブ同士の間の管
腔から除去されて、内側スリーブが径方向に拡張する。
【００９７】
　ある実施形態では、内側スリーブは、スリーブ内で受けることが意図される結腸内視鏡
の径と同様のまたはそれよりも大きな径、たとえば、結腸内視鏡の径よりも５％、１０％
、２０％、３０％、またはその間の、より大きい、もしくはより小さいパーセントの径、
まで拡張される。任意に、内側スリーブの壁は、外側スリーブの壁に力を加えてこれも拡
張させる。
【００９８】
　ある実施形態では、内側スリーブおよび／または外側スリーブの材料は、拡張を与える
のに十分弾性であるように選択される。これに代えて、外側スリーブは剛性の材料から形
成される。任意に、剛性の外側スリーブは内側スリーブの拡張を制限する。
【００９９】
　ある実施形態では、結腸内視鏡は、たとえば、糸を通すように通すことによって、拡張
された内側スリーブの中に挿入される（２０４）。任意に、内側スリーブおよび／または
外側スリーブが長手方向に過伸長され、たとえば、結腸内視鏡の頭部を過ぎた距離、たと
えば、結腸内視鏡の遠位頭部を過ぎて１ｍｍ、２ｍｍ、５ｍｍ、１０ｍｍ、１ｃｍ、５ｃ
ｍ、１０ｃｍ、またはその間、より大きい、もしくはより小さい距離、まで延在し得る。
過伸長の潜在的な利点は、たとえば潰した後にスリーブの波打ちおよび／または捩れを低
減するまたは防止することを含み得る。
【０１００】
　ある実施形態では、少なくとも内側スリーブを潰す（２０６）。ある実施形態では、潰
すことは、たとえば空気を吸出すことおよび／または空気を外に出すことによってスリー
ブから空気を除去することを含む。任意に、外側スリーブも、その弾性により潰される。
任意に、潰れた内側スリーブは、結腸内視鏡の上にわたってぴったりフィットする。ぴっ
たりとしたフィットは、たとえば結腸内視鏡の径より、５％、１０％、１５％、３０％、
またはその間、より大きい、もしくはより小さいパーセントだけ小さい、たとえば結腸内
視鏡の径よりも小さな潰れた径を有する内側スリーブによって得られ得る。ある実施形態
では、結腸内視鏡挿入管を受けるのに好適な径のスリーブ管腔の拡張状態は、未伸長状態
に対する少なくとも２ｍｍの管腔径の弾性伸長を備える。弾性伸長は、任意に、内側スリ
ーブ、外側スリーブ、またはその両方の弾性伸長である。
【０１０１】
　ある実施形態では、ともにスリーブアセンブリによって保持される結腸内視鏡および装
着された追加管が結腸の中に挿入される（２０８）。任意に、結腸内視鏡と管とはともに
結腸の中で操縦される（２１０）。
【０１０２】
　ある実施形態では、追加管のうち１つ以上と結腸内視鏡との間にある程度の相対的な移
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動が許容されれば、ユーザは、たとえば、結腸内視鏡の頭部の前の結腸区域をきれいにす
るなど、結腸内視鏡の遠位頭部を越えた距離まで灌注するように構成される、たとえば追
加管などの追加管を軸方向に摺動させることによって、それらの相対的な位置決めを調整
し得る。任意に、スリーブ中での結腸内視鏡の位置決めは、たとえば、スリーブを再び膨
らませること、スリーブの中での所望の位置決めまで結腸内視鏡を前進させるもしくは引
張ること、ならびにスリーブを潰すことによって、インビボで調整可能である。任意に、
インビボで行なわれると、スリーブの膨らませの圧力レベルは、エクスビボ膨らませの圧
力レベルよりも低いレベルに設定される。
【０１０３】
　ある実施形態では、たとえば、結腸内視鏡および追加管を結腸から引抜いた後、結腸内
視鏡をスリーブから除去する。任意に、追加管をスリーブから除去する。任意に、追加管
を備えるスリーブを処分する。これに代えて、追加管を除去し、スリーブを処分する。任
意に、以降の使用のために追加管を滅菌する。
【０１０４】
　図３Ａ－図３Ｂは、発明のある実施形態に従う、例示的なスリーブアセンブリの長手方
向（図３Ａ）および横断方向（図３Ｂ）断面を示す。
【０１０５】
　ある実施形態では、スリーブアセンブリは結腸内視鏡を受けるように適合される内側ス
リーブ１１を備える。内側スリーブ１１は、１つ以上の追加管を含む外側スリーブ１０に
よって周方向に囲まれる。本明細書中に示される例示的な構成は追加管を示しておらず、
追加管は、たとえば、内側スリーブ１１と外側スリーブ１０の壁との間などの外側スリー
ブ１０の管腔１５の中に挿入されるなど、スリーブの中に挿入され得る。これに代えて、
追加管は、スリーブの一体化された部分である。たとえば、管は、スリーブの製造の際に
形成される。
【０１０６】
　たとえば図３Ａに示されるようなスリーブアセンブリのセグメント１９は、結腸内への
挿入を意図される。任意に、セグメント１９の長さは、たとえば５０ｃｍ、１５０ｃｍ、
１６５ｃｍ、１８０ｃｍ、またはその間の、より長い、またはより短い長さなど、たとえ
ば２０ｃｍ－２００ｃｍ、５０－１６５ｃｍ、および／または８０－１６５ｃｍの間の範
囲にある。
【０１０７】
　ある実施形態では、内側スリーブと外側スリーブとは互いに装着される。たとえば、内
側スリーブ１１の壁の１つ以上の周方向セグメントが外側スリーブ１０の壁に装着される
。任意に、（たとえば図３Ｂに示されるような）スリーブ同士の間の結合１２は、内側ス
リーブ１１の周の５％、１０％、１５％、２５％、４５％、またはその間の、より大きい
、もしくはより小さい部分に沿って延在する。任意に、スリーブは、たとえば、２つ、３
つ、４つ、５つ、またはより多数の場所など、１つよりも多くの周方向の場所で互いに装
着される。
【０１０８】
　加えてまたはこれに代えて、ある実施形態では、結合１２は、周方向の幅が数ミリメー
トルまでの線（たとえば、約１ｍｍ、２ｍｍ、３ｍｍ、４ｍｍ、５ｍｍ、または別のより
大きな、より小さな、もしくは中間の幅）に沿った装着を備える。
【０１０９】
　任意に、結合１２は、スリーブアセンブリのセグメント１９の全体長さおよび／または
スリーブアセンブリ全体の約５０％、６０％、７０％、８０％、９０％、または別のより
大きな、より多い、もしくはその間の分数にわたって、内側スリーブ１１および外側スリ
ーブ１０の長手方向軸に沿って連続的に延在する。任意に、長手方向軸に沿った結合１２
の広がりは、複数のサブセグメントに分かれる。
【０１１０】
　ある実施形態では、結合の長手方向の広がりは、結腸内視鏡の操縦セクションを覆うよ
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うに指定されるスリーブのセクションを除外する。これは、スリーブ同士の間の装着によ
って誘導されるたとえば非対称の弾性による、操縦に対する干渉を低減するという潜在的
利点である。
【０１１１】
　ある実施形態では、スリーブ同士の間の結合装着１２は、たとえば溶接された装着を備
える。任意に、スリーブは互いに対して糊付けされる。加えてまたはこれに代えて、スリ
ーブは、可撓性のリングまたはワイヤなどの他の締結手段によって互いに結合される。あ
る実施形態では、結合１２は、たとえば、外側スリーブ１０内での内側スリーブ１１の相
対的移動および／またはたとえば内側スリーブ１１の拡張の制限を与えるラチェットを含
む。
【０１１２】
　ある実施形態では、たとえば図３Ｂに示されるような拡張していない状態の内側スリー
ブ１１の管腔１４の径３００は、たとえば、８－１２ｍｍ、３－１０ｍｍ、５－１８ｍｍ
、またはその間の、より大きい、もしくはより小さい範囲の間の範囲にわたる。任意に、
径３００は、結腸内視鏡の径に応じて選択される。たとえば、径３００は、結腸内視鏡の
径より、５％、１０％、２０％、またはその間の、より大きい、もしくはより小さいパー
セント、小さいものであり得る。一例では、１２ｍｍの径を有する結腸内視鏡については
、径３００は、拡張していない状態の結腸内視鏡の径よりも小さな０．１－５ｍｍ、１－
３ｍｍ、０．１－０．９ｍｍ、またはその間、より大きい、もしくはより小さい範囲であ
る。
【０１１３】
　ある実施形態では、たとえば図３Ｂに示されるような外側スリーブ１０の管腔１５の径
３０２は、たとえば、１２ｍｍ、１５ｍｍ、１８ｍｍ、またはその間の、より大きい、も
しくはより小さい径など、１０－２０ｍｍの間の範囲にわたる。任意に、径３０２は、管
腔１５が収容する追加管の大きさおよび／または数に応じて選択される。
【０１１４】
　ある実施形態では、たとえば図３Ａに示されるような内側スリーブ１１の壁の厚み３０
４は、たとえば結腸内視鏡の挿入の際に結腸内視鏡による破れを低減するには十分厚くし
かし結腸内視鏡の剛性を低減するには十分薄くなるように選択される。任意に、厚み３０
４は、０．５ｍｍ、１ｍｍ、１．５ｍｍ、またはその間の、より大きい、もしくはより小
さい厚みなど、０．２－２ｍｍの間の範囲にわたる。
【０１１５】
　ある実施形態では、たとえば図３Ａに示されるような外側スリーブ１０の壁の厚み３０
６は、たとえば図３Ａに示されるようなスリーブアセンブリの剛性を低減するおよび／ま
たは合計径３０８を低減するのに十分薄くなるように選択される。任意に、スリーブアセ
ンブリの合計径３０８は、たとえば、１５ｍｍ、２０ｍｍ、２４ｍｍ、またはその間の、
より大きい、もしくはより小さい径など、１３－２５ｍｍの間の範囲にわたる。任意に、
外側スリーブ１０の壁の厚み３０６は、０．２－２ｍｍの間の範囲にわたる。
【０１１６】
　ある実施形態では、内側スリーブ１１および外側スリーブ１０の近端は、たとえば図３
Ａに示されるような近位筐体１３内に封入される。
【０１１７】
　任意に、筐体１３は剛性である。任意に、筐体１３は、たとえばポリウレタンから構成
される。任意に、筐体１３はスリーブアセンブリと結腸内視鏡の柄との間を接続する。任
意に、筐体１３は、追加管などのスリーブアセンブリの１つ以上の構成要素と作業ステー
ションとの間を接続する。
【０１１８】
　任意に、筐体１３は、たとえば結腸内での操縦の際、スリーブアセンブリの遠端に向け
て捩れを伝えるのに十分に剛性である。
【０１１９】
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　ある実施形態では、筐体１３は、開口１６などの１つ以上の開口を備える。任意に、内
側スリーブ１１を膨らませるのに用いられる空気および／または液体は、たとえば開口１
６をポンプに接続することによって開口１６を通して送達される。
【０１２０】
　任意に、スリーブの中および／または外への流れを制御するために弁が開口１６に位置
決めされる。
【０１２１】
　ある実施形態では、たとえば図３Ａに示されるような１つ以上の封止リング１７が、た
とえば内側スリーブ１１内などのスリーブアセンブリの中に位置決めされる。任意に、た
とえば結腸内視鏡の挿入の際、封止リング１７は、膨らませたスリーブからの空気および
／または液体の漏れを低減するまたは防止する。
【０１２２】
　ある実施形態では、スリーブアセンブリは、ポリウレタン（ＰＵ）、シリコンなどの可
撓性材料から構成される。任意に、材料は、完全な結腸内視鏡－追加管アセンブリの剛性
を低減するのに十分に弾性であって結腸中の操縦を可能にするように選択される一方で、
材料は、結腸内視鏡に結合される追加管を維持しかつ結腸内視鏡に対する管の移動を制限
するのに十分剛性であるように選択される。
【０１２３】
　ある実施形態では、スリーブアセンブリの少なくとも一部、たとえばスリーブの長さの
少なくとも４０％、６０％、８０％、またはその間の、より大きい、もしくはより小さい
パーセント、たとえばセグメント１９、は透明な材料から構成される。任意に、結腸内視
鏡上の目盛りマークが透明なスリーブを通して見える。任意に、スリーブの一部は、目盛
りマークがそれを通して見える覗き窓を規定する。
【０１２４】
　ある実施形態では、スリーブアセンブリは、レーザ溶接および／または押出成形技術を
用いて製造される。
【０１２５】
　ある実施形態では、外側スリーブ１０は、結腸への挿入を容易にし得るパリレンＣなど
の摩擦低減材料によって被覆される。
【０１２６】
　ある実施形態では、外側スリーブ１０は、摩擦係数が異なる材料の複数の層から形成さ
れる。一例では、結腸の壁に接することがあるスリーブ１０の外側層は、スリーブ１０の
内側層を形成する材料よりも摩擦係数が小さな材料を備える。任意に、二重層のスリーブ
などの複数層のスリーブが同時押出成形技術を用いて製造される。摩擦の性質が異なる２
つ以上の材料を備えるスリーブは、スリーブの内側層の摩擦係数より小さい第１の摩擦係
数を備える外側層によってスリーブと結腸の壁との間の摩擦を低減するのに有効であり、
このことは次に、追加管を結腸内視鏡に保持する際の接触強さを増大させる、ならびに／
またはスリーブおよびその中に位置決めされる結腸内視鏡の統一された移動に寄与するの
に有効であり得る。
【０１２７】
　たとえば本明細書中に記載のようなスリーブは、結腸内視鏡を１つ以上の追加管に結合
するための装置の一例である。ある実施形態では、たとえばばね要素など、結腸内視鏡を
受けるのに好適な一般的な管状の外形を有する要素を結腸内視鏡と追加管との間を結合す
るのに用いてもよいことが留意される。
【０１２８】
　ある実施形態では、管状の要素は、たとえばニチノールなどの形状記憶材料を備えても
よいことがさらに留意される。任意に、管状要素を潰すことおよび／または拡張すること
は、形作ることができる材料の変化を誘導して材料を拡張させるおよび／または潰すため
の、応力、温度の変化、電界もしくは磁界の印加を含んでもよい。
【０１２９】
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　図４は、発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡と１つ以上の追加管との間を結合する
ための膨らませモジュールを備えるシステムの概略図である。
【０１３０】
　ある実施形態では、たとえば本明細書中に記載のようなスリーブ４００は、膨らませモ
ジュール４０２に接続される。任意に、膨らませモジュール４０２は、空気ポンプなどの
ポンプ４０４を備える。任意に、膨らませモジュール４０２は、圧力レギュレータ４０６
を備える。
【０１３１】
　ある実施形態では、ポンプ４０４は、たとえば３００－６００ｍｂａｒ、たとえば３０
０ｍｂａｒ、３５０ｍｂａｒ、４５０ｍｂａｒ、５５０ｍｂａｒ、またはその間の、より
高い、もしくはより低い圧力レベルの空気圧を供給するように構成される。任意に、圧力
レギュレータ４０６は、ポンプ４０４からの空気または液体の流れを修正する。任意に、
スリーブ中の圧力は圧力レギュレータ４０６によって動的に調整される。
【０１３２】
　ある実施形態では、スリーブ４００（または内側スリーブなどその一部）は、たとえば
、３００ｍｂａｒ、４００ｍｂａｒ、３５０ｍｂａｒ、またはその間の、より高い、もし
くはより低い圧力レベルの最大圧力まで膨らまされる。任意に、スリーブの異なる部分は
異なる圧力レベルに膨らまされる。ある実施形態では、選択的な膨らませが行なわれる。
たとえば、スリーブを通した結腸内視鏡の挿入の際に、スリーブの徐々の膨らませ（たと
えば１つのセグメントの後に別のセグメントなど、スリーブの段階的な膨らませ）が行な
われる。部分を選択的に膨らませることの潜在的な利点は、たとえば結腸内視鏡によるス
リーブの穴あきを低減することを含み得る。別の潜在的な利点は、潰した後の結腸内視鏡
へのスリーブのより十分なフィットを得ることを含み得る。
【０１３３】
　任意に、スリーブ４００は、結腸内視鏡の挿入を容易にするのに好適な径に達するまで
膨らまされる。
【０１３４】
　ある実施形態では、膨らませモジュール４０２は、たとえば、スリーブ中の結腸内視鏡
を位置決めした後に空気を除去してスリーブを潰すように、スリーブに真空を印加するよ
うに構成される。
【０１３５】
　図５は、発明のある実施形態に従う、１つ以上の追加管を備えかつ結腸内視鏡を受けて
管と結腸内視鏡との間を結合するように構成されるスリーブアセンブリの例示的な構成を
示す。
【０１３６】
　ある実施形態では、２本、３本、４本、６本、９本、またはその間の、より多数、もし
くはより少数などの複数の追加管がスリーブアセンブリ内に備えられる。たとえば、この
図に示されるように、３本の追加管５２、５３および５４が外側スリーブ１０の管腔１５
内に位置決めされる。任意に、管５２、５３、および５４は、たとえばそれらの機能に応
じて、径および／または長さが異なる。一例では、管５２は、便を結腸から排出するよう
に構成され、管５３は、たとえば管の遠位部に構成される１つ以上の圧力センサ５００を
有することによって結腸中の圧力の検知などの検知のために構成され、かつ管５４は、結
腸の灌注のために構成され、（この図には示されない）ジェット形成遠位頭部を備えても
よい。任意に、管５２、５３、および５４の近端は、（この図には示されない）作業ステ
ーションに接続される。
【０１３７】
　ある実施形態では、膨らませた内側スリーブ１１の管腔１４内で結腸内視鏡５０を受け
る。任意に、膨らませた状態で、内側スリーブ１１の少なくともいくつかのセグメントに
沿った管腔１４の径５０２は、結腸内視鏡５０の径５０４より、少なくとも５％、１０％
、２０％、４０％、またはその間の、より大きい、もしくはより小さいパーセントだけ、



(18) JP 6573951 B2 2019.9.11

10

20

30

40

50

大きい。たとえば、膨らませた状態で、径５０２は、１４ｍｍ、２２ｍｍ、２４ｍｍ、ま
たはその間の、より大きい、もしくはより小さい径など、１３－２５ｍｍの間の範囲にわ
たる。
【０１３８】
　ある実施形態では、たとえば膨らませる前に、キャップ５１が内側スリーブ１１の遠位
開口の上に被せられる。任意に、キャップ５１は、膨らませの間管腔１４を封止し、これ
により挿入された空気は、スリーブ１１の壁５０６の径方向外向きへの拡張を生じさせる
。ある実施形態では、結腸内視鏡５０が一旦内側スリーブ１１内に位置決めされると、キ
ャップ５１が取外されて、空気がスリーブを出ていくようにされる、および／または結腸
内視鏡５０の遠位頭部がスリーブの遠位開口に整列するまでもしくは遠位開口から外部に
突出するまで、当該遠位頭部の前進を可能にする。
【０１３９】
　ある実施形態では、キャップ５１はねじ切り接続によってスリーブに結合され、スリー
ブから螺合解除される。加えてまたはこれに代えて、キャップ５１は、壊れやすい接続に
よって装着され、空気がスリーブを出ていくことができるように折り取られる。
【０１４０】
　ある実施形態では、たとえば膨らませることによって得られる径方向の拡張は非対称で
ある。たとえば、外側スリーブ１０に装着されない内側スリーブ１１の周方向部分は、装
着された部分よりも多く拡張し得る。
【０１４１】
　ある実施形態では、スリーブアセンブリの遠端に筐体３０が構成される。任意に、筐体
３０は、管５２、５３および５４の遠端、ならびに／または結腸内視鏡５０の遠端を内包
する。任意に、筐体３０は、内側スリーブ１１および外側スリーブ１０の遠位開口を内包
する。ある実施形態では、筐体３０は、結腸内視鏡５０の遠位頭部に対して管５２、５３
、および５４の遠端を整列させる。任意に、筐体３０は、たとえばスリーブの管腔１４の
遠位開口を越える、たとえば管腔１４の遠位開口を越える０．１ｍｍ－１０ｃｍの間の範
囲の距離まで延在する、１つ以上の延長部３１を備える。
【０１４２】
　任意に、延長部３１は、結腸内視鏡が結腸内にある際の結腸壁組織などの組織に対する
損傷を低減するまたは防止する。
【０１４３】
　ある実施形態では、筐体３０は、たとえばポリウレタンなどの可撓性材料から構成され
る。ある実施形態では、筐体は、５０、７０、８５、またはその間の、より大きい、もし
くはより小さい値などの、４０－９０の間の範囲のショア硬度値を有する材料から形成さ
れる。可撓性の筐体３０の潜在的な利点は、結腸内視鏡および装着された追加管の挿入の
際の結腸の壁などの組織に対する損傷を低減することを含み得る。可撓性の筐体の別の潜
在的な利点は、筐体を除去する必要なく内側スリーブを膨らませることを含み得る。とい
うのも、筐体３０の弾性が拡張を与えるからである。これに代えて、ある実施形態では、
遠位筐体３０は剛性である。
【０１４４】
　ある実施形態では、外部スリーブ５０８は、たとえば膨らませの間、スリーブアセンブ
リの上に位置決めされる。任意に、外部スリーブ５０８は、硬化されたポリウレタンなど
の剛性の材料から形成される。潜在的に、これはスリーブアセンブリの過拡張を防止する
。たとえば、外部スリーブ５０８は、ある実施形態では、内側スリーブ１１の膨らませの
結果として拡張される外側スリーブ１０の過拡張を防止し得る。任意に、外部スリーブ５
０８は、たとえば、２５ｍｍ、２０ｍｍ、３０ｍｍ、またはその間の、より大きい、もし
くはより小さい径より小さいスリーブアセンブリの合計径５１０を維持する。任意に、外
部スリーブ５０８は、たとえば潰した後など、結腸へのスリーブアセンブリの挿入の前に
除去される。
【０１４５】
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　ある実施形態では、１つ以上の管５２、５３、および／または５４は、スリーブ以外の
配置によって、たとえば、結腸内視鏡の１つ以上の長手方向セグメントにおいて結腸内視
鏡５０に保持される。たとえば、管は、たとえば、結腸内視鏡および管の両方の周りに巻
かれてそれらをともに保持するテープなどのテープを用いて結腸内視鏡に装着される。あ
る実施形態では、スリーブアセンブリは、スリーブの第１の長手方向セグメントに沿って
結腸内視鏡に管を保持し、テープなどの他の締結手段が第２の長手方向セグメントに沿っ
て結腸内視鏡と管との間を結合する。一例では、遠端から近位方向に、たとえば結腸内視
鏡の長さの５％、１０％、１５％まで延在する結腸内視鏡５０の遠位部分は、１つ以上の
テープ巻き付けを用いて管に装着され、結腸内視鏡の残余はスリーブアセンブリによって
管に結合される。
【０１４６】
　図６Ａ－図６Ｃは、発明のある実施形態に従うスリーブアセンブリを用いて結腸内視鏡
と１つ以上の追加管との間を結合するためのセットアップ手順の図である。
【０１４７】
　図６Ａは、結腸内視鏡５０の挿入の前のスリーブアセンブリの断面を示す。追加管５２
、５３、および５４は、内側スリーブ１１と外側スリーブ１０との間の管腔１５内に構成
される。この例では、管の各々の種類の組（すなわち２本の排出管５２、２本の検知管５
３、および２本の灌注管５４）が示される。これに代えて、異なる量および／または異な
る種類の管を用いてもよい。たとえば図６Ａに示されるような構成は、膨らませる前の内
側スリーブ１１の管腔１４を示す。
【０１４８】
　たとえば図６Ａに示されかつ図６Ｂに破線の丸で示されるようなたとえば外側スリーブ
１０の壁に対する内側スリーブ１１の壁の元の場所と膨らませた後の内側スリーブ１１の
壁の場所との間に径方向の空隙７０が形成される。任意に、径方向の空隙７０は、たとえ
ば０．２－８ｍｍの間の範囲にわたる。ある実施形態では、結腸内視鏡５０は、膨らませ
た内側スリーブ１１の管腔１４を通して前進される。任意に、膨らませた内側スリーブ１
１の離間された壁は、管腔を通した結腸内視鏡の円滑な送達を与える。
【０１４９】
　ある場合、膨らませた内側スリーブ１１の壁によって、追加管および／または外側スリ
ーブ１０の壁に対して径方向に外向きの力が加えられる。任意に、加えられた力の結果、
外側スリーブ１０は径方向に拡張される。
【０１５０】
　図６Ｃは、潰した後のスリーブアセンブリの断面である。内側スリーブ１１の壁は、結
腸内視鏡５０の上に密にフィットする。たとえば、１２ｍｍの径、９ｍｍの径、１５ｍｍ
の径、またはその間の、より大きい、もしくはより小さい径などの結腸内視鏡５０の径に
フィットするように、空隙７０は小さくされる。任意に、空隙７０は完全に小さくされ、
内側スリーブ１１の管腔１４の径６００は、たとえば図６Ａに示されるようなその初期の
大きさに戻る。任意に、空隙７０は完全に小さくされて、潰れた内側スリーブ１１の管腔
１４の径６００は、たとえばその初期の大きさよりも２－５ｍｍ小さい、その初期の大き
さよりも小さな大きさにさらに小さくされる。
【０１５１】
　ある実施形態では、追加管５２、５３、および５４は、結腸内視鏡５０に径方向により
近い外側スリーブ１０によって保持される。任意に、潰すことは、内側スリーブ１１の壁
と外側スリーブ１０の壁との間の接触面積を増大させる。たとえば、結合１２の周方向セ
グメントは有効に長くされる。
【０１５２】
　任意に、内側スリーブ１１を潰すことによって、たとえば、外側スリーブ１０の弾性に
よって外側スリーブ１０の壁が収縮する。任意に、外側スリーブ１０の管腔１５の径６０
２は、たとえば図６Ａに示されるようにその初期の位置に対して、たとえば、２－５ｍｍ
、０．２－４ｍｍ、２－５ｍｍ、またはその間の、より大きい、もしくはより小さい範囲
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だけ小さくされる。
【０１５３】
　図７は、発明のある実施形態に従う、スリーブによって１つ以上の追加管に結合される
結腸内視鏡を示す。
【０１５４】
　ある実施形態では、管５２、５３、および５４の近端は作業ステーション７００に接続
される。任意に、作業ステーション７００は、たとえば、水などの液体を灌注管５４に供
給するための液体タンクと、真空を排出管５２に供給するための真空源（または外部真空
源への接続部）と、たとえば検知管５３の１つ以上のセンサからデータを取得するための
回路構成と、のうち１つ以上を備える。任意に、追加管は、作業ステーション７００に到
達するまで、（この図には示されない）結腸内視鏡の命綱に沿って近位方向に延在する。
ある実施形態では、たとえばテープ巻き付け、留め金、または他の装着手段によって１つ
以上の長手方向に分散した場所で追加管を綱に装着し、これらが柄の移動などに干渉しな
いようにする。
【０１５５】
　ある実施形態では、追加管の遠端５２ａ、５３ａは、遠位筐体３０の複数の遠位開口に
整列される。任意に、遠端５２ａ、５３ａは、結腸内視鏡の遠位頭部７０２に整列される
。加えてまたはこれに代えて、筐体３０は、結腸内視鏡の頭部７０２を越えて遠位方向に
１つ以上の追加管を保持する、および／または頭部７０２手前で近位方向に１つ以上の追
加管を保持するように構築される。
【０１５６】
　任意に、遠位延長部３１は筐体３０の遠位開口を越えた距離まで突出する。
　ある実施形態では、結腸内視鏡５０はスリーブ１１の遠端に向けて前進される。任意に
、結腸内視鏡は、結腸内視鏡の遠端に構成される頭部７０２がたとえば本明細書中に示さ
れるような遠位筐体３０の遠位開口に整列するまで、前進される。加えてまたはこれに代
えて、結腸内視鏡は、スリーブの遠端に位置決めされるキャップに到達するまで前進され
る。加えてまたはこれに代えて、結腸内視鏡は、結腸内視鏡頭部７０２がスリーブの遠位
開口から外部に突出するまで前進される。
【０１５７】
　図８Ａ－図８Ｂは、発明のある実施形態に従う、スリーブアセンブリの遠位筐体の側面
図（図８Ａ）および正面図（図８Ｂ）を示す。ある実施形態では、筐体３０は、たとえば
、結腸内視鏡を送達するための開口３２ならびに／または追加管を送達するための（たと
えば図８Ｂに示される）開口３３、３４、および／もしくは３５などの複数の遠位開口を
有するように形成される。任意に、遠位開口は、円形プロファイル、楕円形プロファイル
、方形プロファイル、矩形プロファイル、三角形プロファイル、または追加管の遠端もし
くは結腸内視鏡の遠端に適合可能な好適な任意の他の形状を有するように形成される。
【０１５８】
　図９Ａ－図９Ｆは、発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡に対して１つ以上の追加管
を位置決めするためのさまざまな概略的な構成を示す。
【０１５９】
　ある実施形態では、１つ以上の追加管９００、９０２が結腸内視鏡９０４に対して向け
られる。任意に、管は、結腸内視鏡の長手方向軸９０６に対して位置決めされる。加えて
またはこれに代えて、管は結腸内視鏡の柄に対して向けられる。
【０１６０】
　本明細書中に示される例示的な概略的な構成は、管が結腸内視鏡に近接して保持される
スリーブの潰れた構成に対応し得る。さまざまな実施形態は、異なる数の追加管および／
または結腸内視鏡に対する異なる向きの構成を含み得る。
【０１６１】
　図９Ａは、ある実施形態に従う、結腸内視鏡の長手方向軸９０６に平行に整列され、軸
９０６の第１の側上に位置決めされる管９００、９０２を示す。



(21) JP 6573951 B2 2019.9.11

10

20

30

40

50

【０１６２】
　図９Ｂは、ある実施形態に従う、結腸内視鏡の長手方向軸９０６に平行に整列され、軸
９０６の両側に位置決めされる管９００、９０２を示す。
【０１６３】
　図９Ｃは、ある実施形態に従う、結腸内視鏡９０４の周りに螺旋状に巻かれた管９００
を示す。
【０１６４】
　図９Ｄは、ある実施形態に従う、互いに絡み合って結腸内視鏡の周りに巻かれた管９０
０および９０２を示す。
【０１６５】
　図９Ｅは、結腸内視鏡９０４の周りに周方向に配置された管９００、９０２、９０８な
どの複数の管を示す。任意に、管は、距離９１０をその間に挟んで、互いから等しく離間
される。これに代えて、管は、その間の距離を異ならせて配置される。
【０１６６】
　図９Ｆは、結腸内視鏡９０４の周りに渦巻状に巻かれた９００、９０２、および９０８
などの複数の管を示す。渦巻状に巻かれた管の潜在的な利点は、結腸の中への挿入を容易
にすることを含み得る。というのも、しばしば内科医は、その軸の周りで結腸内視鏡を回
転させ、渦巻状に巻かれた管は、たとえば平行に延在する管と比較して、回転に対する抵
抗を低減するであろうからである。
【０１６７】
　ある実施形態では、１つ以上の管は、結腸内視鏡の操縦に対する影響が最も少なくなる
ように配置される。任意に、結腸内視鏡の挿入管に対する柄の予め規定された向きがあり
、管は、たとえば結腸内視鏡の周りに巻かれることによって、たとえば結腸内視鏡の操縦
に対するそれらの影響を最小限にするように位置決めされる。
【０１６８】
　ある実施形態では、たとえば、内側スリーブおよび外側スリーブを備えるスリーブアセ
ンブリを用いる場合、外側スリーブの内側面は、追加管を受ける１つ以上の細長い溝また
は経路を規定する。任意に、溝は内側スリーブの長手方向軸に平行であるため、追加管は
内側スリーブ内で受ける結腸内視鏡に平行に整列される。加えてまたはこれに代えて、溝
は、ある角度に延在する（たとえば捩じられる）、および／または他のやり方で内側スリ
ーブに対して配置される。
【０１６９】
　図１０Ａ－図１０Ｂは、発明のある実施形態に従う、スリーブのさまざまな代替的な構
成である。
【０１７０】
　図１０Ａは、内側スリーブ９２を包含する外側スリーブ９０の断面を示す。ある実施形
態では、外側スリーブ９０と内側スリーブ９２との間の管腔は、９３、９４、および９５
などの複数の区画に分かれる。任意に、内側スリーブと外側スリーブとの間に１つ以上の
壁および／または他の種類の障壁を位置決めして管腔を区画に分ける。ある実施形態では
、区画９３、９４、および／または９５はスリーブに沿って軸方向に延在し、これにより
潜在的に内側スリーブ９２内に位置決めされる結腸内視鏡と同軸となる。
【０１７１】
　ある実施形態では、区画は追加管の組と機能的に均等である。一例では、区画９１は物
質を結腸から排出するのに用いられ、区画９３は検知のために用いられ、区画９５は灌注
のために用いられる。
【０１７２】
　図１０Ｂは、各々がたとえば管として構成される１つ以上の管腔９９に繋がる複数の延
長部９８を備えるスリーブ９７の断面を示す。ある実施形態では、延長部９８は、周方向
に配置されて、スリーブ９７から径方向外向きに延在する。
【０１７３】
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　任意に、延長部９８によってスリーブ９７に結合される管腔９９は、内側スリーブ９７
に沿って長手方向に延在する。ある実施形態では、管腔９９は、スリーブ９７内に位置決
めされる結腸内視鏡に並んで、たとえば、灌注、検知、および／または結腸からの排出の
うち１つ以上のために働く。
【０１７４】
　任意に、本明細書中に記載の構成のように、外側スリーブの必要性が低減される。とい
うのも、管腔９９は延長部９８によって内側スリーブ９７に保持されるからである。
【０１７５】
　ある実施形態では、延長部９８は剛性である。これに代えて、延長部９８は弾性である
。ある実施形態では、たとえば、管９９がスリーブの周りに密にフィットするよう動かさ
れる位置まで、延長部９８をスリーブ９７の中心に向けて折り畳むことができる。スリー
ブに対して延長部を折り畳むおよび／または巻き付けることによって追加管を径方向にス
リーブに近づけることは、結腸内視鏡および追加管を備えるスリーブアセンブリを結腸に
挿入する際に有利であり得る。ある実施形態では、延長部９８は、結腸内部にある場合、
延ばされた位置に跳ね返る。
【０１７６】
　ある実施形態では、延長部９８の長さは選択可能および／または制御可能である。任意
に、延長部９８は、伸縮式の棒として構造化され、管腔９９をスリーブ９７に接近させる
またはスリーブ９７から遠ざけるようにする。任意に、延長部９８の長さは、たとえば、
２ｍｍ、１０ｍｍ、１５ｍｍ、またはその間の、より長い、もしくはより短い長さなど、
０．５ｍｍ～２０ｍｍの間の範囲にわたる。ある実施形態では、延長部９８は長さが異な
る。
【０１７７】
　ある実施形態では、たとえば、延長部９８がケーブルの形態にある場合、ケーブルの径
は、たとえば、２－５ｍｍの間の範囲であってもよい。
【０１７８】
　ある実施形態では、たとえば本明細書中に記載のような構成は押出成形技術を用いて製
造される。
【０１７９】
　ある実施形態では、延長部９８は、スリーブ９７が形成されるのと同様の材料、たとえ
ばポリウレタンを備える材料、から形成される。
【０１８０】
　ある実施形態では、管腔９９を規定する管は、結腸の壁に対する損傷を低減するように
柔らかい材料から形成される。任意に、管は、結腸の中へ円滑に滑っていくようにワセリ
ン（登録商標）などの潤滑材によって被覆される。
【０１８１】
　図１１は、発明のある実施形態に従う、スリーブによって結腸内視鏡の挿入管が複数の
追加管に結合される結腸内視鏡システムを示す。
【０１８２】
　ある実施形態では、結腸内視鏡システムは、近端で結腸内視鏡作業ステーション１１０
０に結合される結腸内視鏡５０を備える。ある実施形態では、作業ステーション１１００
は、結腸内視鏡５０の動作に関連付けられる１つ以上の機能を行なうように適合されるコ
ントローラ１１１６を備える。ある実施形態では、コントローラ１１１６は、圧力の変化
を検出する、結腸内視鏡内の詰まりを検出する、結腸内視鏡中の流れの変化を評価する、
便の排出を活性化する、流体および／もしくは気体での結腸の灌注を活性化する、ならび
に／または結腸内視鏡の動作に関与する他の機能のうち１つ以上などの機能を活性化させ
るおよび／もしくは行なう、ように構成される。
【０１８３】
　この図にさらに示されるように、管５２、５３、および／または５４などの追加管の組
は、たとえば、結腸内視鏡を受ける内側スリーブ１１と追加管を結腸内視鏡に保持する外
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側スリーブ１０とを含むスリーブによって結腸内視鏡５０に結合される。ある実施形態で
は、追加管は、その近端で作業ステーション１１０２に装着される。任意に、追加管は作
業ステーション１１０２を通して動作される。
【０１８４】
　ある実施形態では、作業ステーション１１０２は、追加管に接続可能な真空源１１０４
および／または１つ以上の液体タンク１１０６を備える。ある実施形態では、作業ステー
ション１１０２は、たとえば１つ以上の管を通して真空を活性化させるおよび／または停
止するように構成されるなど、追加管を動作させるように構成される回路構成などの回路
構成１１０８を備える。ある実施形態では、回路構成は、追加管および／または結腸内視
鏡内に構成されるおよび／またはその外部に搭載されるセンサなどの１つ以上のセンサか
らデータを取得するように構成される。
【０１８５】
　ある実施形態では、結腸内視鏡作業ステーション１１００および追加管作業ステーショ
ン１１０２は、物理的におよび／または動作するように単一の作業ステーションにともに
組合される。
【０１８６】
　ある実施形態では、内科医などの使用者による動作のために適合される柄１１１０は、
結腸内視鏡５０の挿入管と命綱１１１２との間に構成される。これに代えて、柄は、結腸
内視鏡５０の長さに沿って異なる場所に構成される。
【０１８７】
　ある実施形態では、追加管は、たとえばそれらの近端に近接して、結腸内視鏡の命綱１
１１２に接続される。
【０１８８】
　任意に、追加管は、ケーブル１１１４などの接続構造によって命綱に結び付けられる。
ある実施形態では、追加管を結腸内視鏡に装着するのに好適な留め金、テープ、または任
意の他の要素を用いる。追加管と結腸内視鏡の命綱との間を結合する潜在的な利点は、動
作の際に追加管の干渉を低減して内科医による結腸内視鏡の操作を容易にすることを含み
得る。
【０１８９】
　ある実施形態では、近位筐体１３および／または遠位筐体３０などの１つ以上の付加的
な結合構造は、任意にスリーブによって設けられる結合に加えて、追加管と結腸内視鏡と
の間の接続を、追加管および／または結腸内視鏡の長さに沿ったさまざまな場所に設ける
。
【０１９０】
　図１２Ａ－図１２Ｂは、発明のある実施形態に従う、結腸内視鏡と追加管とのアセンブ
リをセットアップするための例示的な通路治具１２０１を示す。ある実施形態では、治具
１２０１は、基部１２０３とセットアップの際にスリーブアセンブリを基部に保持するた
めの１つ以上の締結具１２０５とを備える。
【０１９１】
　ある実施形態では、基部１２０３は、スリーブを受ける凹部１２０７を規定する細長い
線形の通路として形成される。任意に、たとえば、図１２Ａの治具の横断方向断面に示さ
れるように、凹部１２０７は実質的に台形の断面プロファイルを備えるが、たとえば半円
の断面プロファイル、矩形の断面プロファイル、またはスリーブアセンブリを受けるのに
好適な他のプロファイルなど、他の形でもよい。
【０１９２】
　ある実施形態では、たとえば結腸内視鏡を受ける内側スリーブ１１および１つ以上の追
加管を包含する外側スリーブ１０を備えるスリーブアセンブリを治具の凹部１２０７中に
導入し、凹部１２０７内に長さ方向に延在するように位置決めする。
【０１９３】
　ある実施形態では、たとえば、スリーブアセンブリのたとえば近位筐体１３に構成され
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る開口１６を通して空気を送達するように空気ポンプを接続することによって、外側スリ
ーブ１０および／または内側スリーブ１１を膨らませる。ある実施形態では、外側スリー
ブ１０は、その径方向および／または軸方向の拡張が１つ以上の締結具１２０５によって
制限されるまで膨らまされる。
【０１９４】
　ある実施形態では、結腸内視鏡５０は、たとえば筐体１３の近位開口１２１３を通して
スリーブアセンブリの中に導入される。ある実施形態では、結腸内視鏡５０は、それが治
具１２０１と同軸に存在するように、内側スリーブ１１の管腔１４内を前進される。治具
によって固く保持されるスリーブアセンブリに結腸内視鏡を通すことの潜在的な利点は、
結腸内視鏡の前進を容易にすることを含み得る。というのも、スリーブは、挿入の際に移
動することが制止されるからである。
【０１９５】
　挿入の際の摩擦を低減するようにスリーブを膨らませることと組合せてスリーブの一時
的な固定を設けることは、スリーブの中に結腸内視鏡を通すのを加速させ得、これは、結
腸内視鏡手順の前の準備時間を潜在的に短縮する。
【０１９６】
　ある実施形態では、締結具１２０５は、凹部１２０７の上に横断方向に延在する。ある
実施形態では、締結具１２０５は、スリーブアセンブリが凹部１２０７から外に移動しな
いようにするのに好適である。加えてまたはこれに代えて、締結具１２０５は、スリーブ
アセンブリを膨らませる程度を制限する。加えてまたはこれに代えて、締結具１２０７は
、たとえば、結腸内視鏡に面する、スリーブと締結具との間の摩擦を増すのに有効な締結
具１２０７の滑らかではない（textured）内側表面によって、凹部１２０７内でのスリー
ブアセンブリの軸方向の移動を限定する。任意に、締結具１２０７の滑らかではない内側
面は、たとえば、出っ張り、突起、および／または他の粗面化粗さを備える。これに代え
て、締結具は、軸方向への前後の移動などのスリーブアセンブリの何らかの移動を許容し
てもよい。
【０１９７】
　ある実施形態では、締結具１２０５は、たとえば、留め金、棒、帯、および／またはス
リーブアセンブリを治具中に保持するのに好適な他の種類の締結具のうち１つ以上を含む
。
【０１９８】
　ある実施形態では、締結具１２０５は弾性であり、たとえば、スリーブアセンブリ（内
側スリーブ１１および／または外側スリーブ１０）を膨らませる際に伸長させることがで
きる。これに代えて、締結具１２０５は剛性である。
【０１９９】
　ある実施形態では、締結具１２０５は、治具１２０１の長手方向軸１２０９に沿って分
散される。任意に、締結具は均等に離間される。たとえば、２つの締結具は、たとえば、
互いから１０－３０ｍｍ、５－１５ｍｍ、２０－５０ｍｍ、またはその間の、より大きい
、もしくはより小さい範囲の間の範囲の距離１２１１をあけて位置決めされる。
【０２００】
　これに代えて、締結具は等しく離間される。ある実施形態では、多数の締結具１２０５
および／または締結具同士の間の間隔取りは、治具によって保持されるスリーブの移動を
低減するまたは防止するなどするように選択される。
【０２０１】
　ある実施形態では、治具１２０１は連続している。これに代えて、治具１２０１は、た
とえば、スリーブの長手方向軸に沿った複数の点および／またはセグメントでスリーブア
センブリを支持するなど、不連続である。
【０２０２】
　ある実施形態では、治具１２０１の長さ１２１５は、１．２ｍ、１．７ｍ、２．５ｍ、
またはその間の、より長い、もしくはより短い長さなど、たとえば１－３ｍの間の範囲の
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結腸内視鏡５０の長さに一致する。細長い治具の潜在的な利点は、スリーブの中への結腸
内視鏡の挿入を容易にすることを含み得る。その理由は、たとえば、治具がスリーブの長
さに沿った複数の点でスリーブを支持して結腸内視鏡の迅速な整列を可能にするからであ
る。
【０２０３】
　図１３は、発明のある実施形態に従う、たとえば結腸内視鏡手順の完了後にスリーブア
センブリから結腸内視鏡を取外すための例示的な機構を示す。
【０２０４】
　ある実施形態では、結腸内視鏡５０は、たとえば結腸内視鏡および管を体から除去した
後に、追加管から分離される。ある実施形態では、追加管は処分され、結腸内視鏡は、以
降の使用のために清浄される、消毒される、および／またはそれ以外のやり方で準備され
る。
【０２０５】
　ある実施形態では、追加管からの結腸内視鏡の分離過程は、結腸内視鏡を実質的に損傷
させる、たとえば結腸内視鏡の外側層を引っ掻いたり破いたりすることがない態様で行な
われる。
【０２０６】
　図１３に示される例示的な機構では、スリーブアセンブリ１３０３に紐またはワイヤ１
３０１が埋込まれる。ある実施形態では、ワイヤ１３０１はスリーブに沿って軸方向に延
在する。ある実施形態では、たとえばスリーブ中の遠位点から近位方向にワイヤ１３０５
の自由端を引張ることによって、ワイヤがスリーブを破いて開き、結腸内視鏡を容易に除
去することができる。
【０２０７】
　ある実施形態では、たとえば、スリーブアセンブリ１３０３が外側スリーブおよび内側
スリーブを備える場合、ワイヤ１３０１は内側スリーブおよび／または外側スリーブに沿
って位置決めされてもよい。一例では、外側スリーブに埋込まれる第１のワイヤを引張っ
て外側スリーブを破って開き、これにより追加管を結腸内視鏡から分離し、次に、結腸内
視鏡が位置決めされている内側スリーブに埋込まれた第２のワイヤを引張って内側スリー
ブを破って開いて結腸内視鏡を解放する。加えてまたはこれに代えて、たとえば鋏または
ナイフを用いて内側スリーブおよび／または外側スリーブを切って開く。加えてまたはこ
れに代えて、内側スリーブ、および任意に外側スリーブも再び膨らませて、スリーブへの
その挿入と同様の態様で結腸内視鏡を引出す。
【０２０８】
　「備える」、「備えている」、「含む」、「含んでいる」、「有する」という用語、お
よび同根語は、「含むがそれらに限定されない」ことを意味する。
【０２０９】
　「からなる」という用語は、「含みかつそれ（ら）に限定される」を意味する。
　「本質的に～からなる」という用語は、組成、方法、または構造が、付加的な成分、工
程、および／または部品を含み得るが、付加的な成分、工程、および／または部品が、請
求される組成、方法、または構造の基本的かつ新規の特性を大きく変更しない場合に限ら
れることを意味する。
【０２１０】
　本明細書中で用いられるように、「ａ」、「an」、および「the」という単数の形態は
、文脈が明確にそうでないことを示していなければ、複数の参照を含む。たとえば、「化
合物」または「少なくとも１つの化合物」という用語は、その混合物を含む複数の化合物
を含むことがある。
【０２１１】
　この出願を通して、この発明のさまざまな実施形態を範囲の形式で提示することがある
。範囲の形式での記載は、便宜上および簡略さのためのみのものであることを理解すべき
であり、発明の範囲に対する柔軟性を欠く限定として解釈されるべきではない。応じて、
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範囲の記載は、すべての可能性のある部分範囲およびその範囲内の個々の数値を具体的に
開示したと考えられるべきである。たとえば、１～６などの範囲の記載は、１～３、１～
４、１～５、２～４、２～６、３～６などの具体的に開示される小範囲、ならびにたとえ
ば１、２、３、４、５、および６などその範囲内の個々の数を具体的に開示したと考えら
れるべきである。これは、範囲の幅に係わらず当てはまる。
【０２１２】
　本明細書中に数値範囲を示す際は常に、示した範囲内の任意の挙げた数（分数または整
数）を含むことが意味される。第１の指示数と第２の指示数と「の間の範囲にわたる／範
囲の」、および第１の指示数「から」第２の指示数「まで」の「範囲にわたる／範囲の」
という文言は、本明細書では相互交換可能に用いられ、第１および第２の指示数ならびに
その間のすべての分数および整数を含むことが意味される。
【０２１３】
　本明細書中で用いられるような「方法」という用語は、化学、薬理学、生物学、生物化
学、および医学分野の実務家に公知の、または公知の態様、手段、技術、および手順から
当該実務家によって容易に発展される態様、手段、技術、および手順を含むがそれらに限
定されない所与のタスクを達成するための態様、手段、技術、および手順を参照する。
【０２１４】
　本明細書中で用いるように、「治療する」という用語は、状態の進行をなくす、実質的
に抑制する、減速する、もしくは逆転する、状態の臨床的もしくは外観上の症状を実質的
に改善する、または状態の臨床的もしくは外観上の症状の発現を実質的に防止することを
含む。
【０２１５】
　明瞭性のために別個の実施形態の文脈で記載する発明のある特徴を単一の実施形態で組
合せて提供してもよいことが認められる。逆に、簡略さのために単一の実施形態の文脈で
記載する発明のさまざまな特徴を、別個にまたは任意の好適な副次的組合せでまたは発明
の任意の他の記載する実施形態で好適となるように提供してもよい。さまざまな実施形態
の文脈で記載するある特徴は、実施形態がそれらの要素なしで動作不能になるのでなけれ
ば、それらの実施形態の必須の特徴と考えられるべきではない。
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